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●
障
害
者
の
自
立
と

　社
会
参
加
の
促
進

　
国
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た

誰
も
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

利
活
用
し
、
そ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー

関
連
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
が
取
り
組
む
「
障
害
者

Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
総
合
推
進
事
業
（
地

域
生
活
支
援
促
進
事
業
）
」
も
そ
の
一

環
で
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の

促
進
を
目
的
に
、
障
害
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
用
機
会
の
拡
大
や
活
用
能
力
の
向

上
を
図
り
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
円

滑
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
本
県
に
お
い
て
は
令
和
４
年
４
月
よ

り
、
障
害
者
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
促
進
を
柱

と
す
る
「
栃
木
県
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
が
施
行
さ
れ
、

〝
共
生
社
会
と
ち
ぎ
〞
の
実
現
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
動
向
と
相
前
後
し
て
、
令

和
３
年
11
月
に
と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に
「
栃
木
県
障
害

者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
（
以

下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
が

設
置
さ
れ
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
て

本
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
と
ち
ぎ
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
は
か
ね
て
よ
り
、
点
字
図
書
館
の

運
営
、
手
話
・
要
約
筆
記
者
の
養
成
・

派
遣
な
ど
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る

方
に
対
す
る
情
報
提
供
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、

支
援
に
必
要
な
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け

で
な
く
、
経
験
豊
富
な
専
門
員
が
常
駐

す
る
な
ど
マ
ン
パ
ワ
ー
の
面
で
も
体
制

を
整
え
て
お
り
、
本
県
に
お
け
る
情
報

バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
推
進
と
、
視

覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
の
自
立
な
ら

び
に
社
会
参
加
の
促
進
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る
方

へ
の
多
様
な
サ
ポ
ー
ト
体
制

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
県

内
在
住
の
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
用
に
つ
い
て
、
電
話
相

談
や
来
所
相
談
を
は
じ
め
、
今
後
は
パ

ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
に
よ
る
訪

問
を
通
し
て
利
用
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

予
定
で
、
最
終
的
に
は
利
用
者
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
必
要
な
情
報
を

取
得
し
、
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
電
話
相
談
や
来
所
相
談
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
対
応

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
操
作
方
法
や
使
用

上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
の
主
な
相
談
事
例
】

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
の
方
法

●
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

の
設
定
方
法

●
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
の
使
い
方

【
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

主
な
相
談
事
例
】

●
購
入
前
の
体
験

●
購
入
後
の
設
定
方
法

●
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
介
と
操
作
方
法

　
ま
た
、県
内
各
地
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
４
年

度
は｢

視
覚・聴
覚
障
害
者
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

地
域
別
講
習
会
」と
し
て
ｉ
Ｐ
ｈｏｎ
ｅ

教
室
を
開
催
。
県
北
・
県
央
・
県
南

の
３
エ
リ
ア
に
分
け
、
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
視
覚
障
害
者
向
け
講
習
会
の
内
容
】

●
ボ
イ
ス
オ
ー
バ
ー
、
基
本
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
、
ア
プ
リ
、
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
な
ど

【
聴
覚
障
害
者
向
け
講
習
会
の
内
容
】

●
画
面
操
作
、
メ
ー
ル
、
文
字
入
力
、

ア
プ
リ
な
ど

　
こ
の
他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
イ
ジ
ー
図

書
再
生
機
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
体
験
や

紹
介
を
行
い
、
気
軽
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に

触
れ
ら
れ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
利
用
者
を
訪
問
す
る
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
養
成
研
修

会
を
受
講
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
人

１
組
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
視

覚・聴
覚
障
害
へ
の
理
解
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
基
本
に
つ
い
て
学
ん
だ
パ
ソ
コ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、
活
動
事

例
の
報
告
や
課
題
の
検
討
を
通
し
て
、

訪
問
サ
ポ
ー
ト
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
研
修
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

視
覚・聴
覚
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
支
援

　
〜
栃
木
県
障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
世
の
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。
近

年
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行
の
一
方
で
「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
の
解
消
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誰
も

が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
で
は
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活
用
支
援
を
念
頭
に
昨
年
開
所

し
た
「
栃
木
県
障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

特集

［特集］「視覚・聴覚障害のある方のためのＩＣＴ利活用支援」～栃木県障害者ＩＣＴサポートセンターの取り組みについて～
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に
よ
る
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し
て
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は
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な
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取
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し
、
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る
こ
と
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目
的
に
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ま
す
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や
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所
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は
、
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の
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が
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の
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。
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入
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法
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便
利
な
ア
プ
リ
の
紹
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と
操
作
方
法

　
ま
た
、県
内
各
地
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。令
和
４
年

度
は｢

視
覚・聴
覚
障
害
者
向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ

地
域
別
講
習
会
」と
し
て
ｉ
Ｐ
ｈｏｎ
ｅ

教
室
を
開
催
。
県
北
・
県
央
・
県
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の
３
エ
リ
ア
に
分
け
、
実
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し
て
い

ま
す
。

【
視
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向
け
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の
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容
】
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ボ
イ
ス
オ
ー
バ
ー
、
基
本
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
、
ア
プ
リ
、
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
な
ど

【
聴
覚
障
害
者
向
け
講
習
会
の
内
容
】

●
画
面
操
作
、
メ
ー
ル
、
文
字
入
力
、

ア
プ
リ
な
ど

　
こ
の
他
に
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
デ
イ
ジ
ー
図

書
再
生
機
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
体
験
や

紹
介
を
行
い
、
気
軽
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に

触
れ
ら
れ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
利
用
者
を
訪
問
す
る
パ
ソ
コ

ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
は
、
養
成
研
修

会
を
受
講
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
２
人

１
組
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
視

覚・聴
覚
障
害
へ
の
理
解
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
基
本
に
つ
い
て
学
ん
だ
パ
ソ
コ
ン

ボ
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ン
テ
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に
対
し
て
は
、
活
動
事

例
の
報
告
や
課
題
の
検
討
を
通
し
て
、

訪
問
サ
ポ
ー
ト
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

る
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修
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を
実
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す
る
予
定
で
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栃木県障害者ＩＣＴサポートセンター
■住　　所　〒320-8508　栃木県宇都宮市若草1-10-6
　　　　　　とちぎ福祉プラザ２階
■受付時間　月曜～土曜　9:00～17:00
■休 館 日　日曜・祝日（土曜日を除く）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日）
■連 絡 先
　・電 話　028-612-5213（ＩＣＴサポートセンター専用番号）
　・ＦＡＸ　028-627-6880
　・メール　ict@tochigikenshakyo.jp
　・ＨＰ　　https://tochigi-ict.net/

主な業務内容

電話相談 来所相談

地域別
講習会

ＩＣＴ
機器紹介

パソコン
ボランティア
養成・派遣

相談件数

相談内訳

▲ 地域別講習会の様子
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宮
市
近
辺
か
ら
が
多
い
傾
向
で
す
。

　
利
用
の
き
っ
か
け
は
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
操
作
や

設
定
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談
が
多

く
、
ま
た
、
新
機
種
の
購
入
や
新
し

い
ア
プ
リ
を
試
す
際
の
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
導
入
時
の
サ
ポ
ー
ト
を
依
頼
す

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
菊
地
相
談
員
は
自
ら
の
役
割
に
つ

い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
相
談
員
の
役
割
は
世
の
中
の
デ

ジ
タ
ル
格
差
を
解
消
し
、
障
害

の
あ
る
方
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

利
用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

得
、
ご
本
人
の
自
立
や
社
会
参

加
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
は
手
話
通
訳
者
や
専
門
相
談

員
が
常
駐
し
て
い
る
の
で
、
聴

覚
に
障
害
の
あ
る
方
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
。
ま
た
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
の
個
別
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
」

　
来
所
相
談
に
訪
れ
た
利
用
者
の
中

に
は
、
生
活
の
利
便
性
が
向
上
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
パ
ソ
コ
ン
利
用
者
の
事
例
で

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
画
面
を
読

み
上
げ
る
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
毎
日
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
い
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知
り
た
い
情

報
を
自
分
で
探
し
て
聴
け
る
よ
う
に

な
る
な
ど
、
暮
ら
し
の
利
便
性
は
格

段
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者

の
中
に
は
、
カ
メ
ラ
機
能
を
使
っ
て

文
字
を
読
み
上
げ
る
ア
プ
リ
を
導
入

し
た
と
こ
ろ
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

サ
ポ
ー
ト
が
な
く
て
も
郵
便
物
の
差

出
人
な
ど
の
情
報
を
確
認
で
き
る
よ

　
昨
年
開
所
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
11
月
で
丸
１
年

を
迎
え
ま
し
た
。
９
月
末
ま
で
の
相

談
件
数
（
電
話
・
来
所
・
訪
問
）
は

４
０
０
件
を
超
え
、
最
近
で
は
口
コ

ミ
に
よ
る
来
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
は
視
覚
障
害
の
あ
る
方
が

多
く
、
年
代
は
10
代
〜
90
代
ま
で
、

中
心
世
代
は
50
代
〜
60
代
で
す
。
男

女
比
は
ほ
ぼ
同
数
で
、
電
話
相
談
は

県
内
全
域
か
ら
、
来
所
相
談
は
宇
都

う
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
の
要
望
は
多
種
多
様

で
す
が
、
私
自
身
が
サ
ポ
ー
ト
時
に

心
が
け
て
い
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り

の
相
談
内
容
を
的
確
に
把
握
し
、
そ

の
人
に
合
っ
た
解
決
方
法
や
操
作
方

法
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。
自
ら
問
題
を

解
決
す
る
実
績
づ
く
り
が
肝
心
で
、
結

果
と
し
て
そ
れ
が
ご
本
人
の
自
信
に
つ

な
が
り
ま
す
。
来
所
相
談
も
同
様
で
利

用
者
さ
ん
自
ら
解
決
の
糸
口
を
見
出

し
、
結
果
と
し
て
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
し

た
な
ど
、
自
主
性
を
促
す
サ
ポ
ー
ト
を

心
が
け
て
い
ま
す
」

　
世
の
中
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
行
す

る
中
で
、
生
活
す
る
上
で
必
要
な
情

報
の
取
得
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
欠
か

せ
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
技
術
革
新
に
伴
い
暮
ら

し
に
役
立
つ
ア
プ
リ
が
続
々
と
登
場

し
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
ス
キ
ル
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
る
と

今
後
ま
す
ま
す
、
視
覚
・
聴
覚
障
害

の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活
用

を
支
援
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
　

生
活
を
便
利
に
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
利
活
用
。

利
用
者
一
人
ひ
と
り
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

栃
木
県
障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
菊
地
裕
一
相
談
員

▲ 菊地裕一相談員

▲ 情報センター研修室で利用者にパソコン操作を指導中

［特集］「視覚・聴覚障害のある方のためのＩＣＴ利活用支援」～栃木県障害者ＩＣＴサポートセンターの取り組みについて～
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ま
し
た
。
子
ど
も
好
き
の
私
に
と
っ
て

教
職
は
天
職
で
、そ
れ
を
知
っ
た
主
治

医
は
復
職
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
古
谷
さ
ん
。

　
そ
の
後
、定
期
的
に
来
所
相
談
に
通

い
、菊
地
相
談
員
か
ら
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
様
子
を
所
見
欄
に
書
い

た
り
、保
護
者
向
け
の
お
便
り
を
書
く

た
め
に
、テ
キ
ス
ト
や
イ
ラ
ス
ト
を
操

作
す
る
ス
キ
ル
や
、表
計
算
ソ
フ
ト
の

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
で
す
」

　
ま
た
、最
近
の
小
学
校
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

端
末
の
操
作
に
も
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
予
定
と
か
。

　「
通
う
う
ち
に
で
き
る
こ
と
が
増
え

た
の
で
、や
り
た
い
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た（
笑
）。
ゆ
く
ゆ
く
は
他
人
の

サ
ポ
ー
ト
な
し
で
自
立
す
る
の
が
、私

自
身
の
最
大
か
つ
最
高
の
目
標
で
す
」

　
か
つ
て
小
学
校
の
国
語
の
先
生
と
し

て
教
職
に
就
い
て
い
た
古
谷
さ
ん
は
、

ぶ
ど
う
膜
炎
の
炎
症
に
よ
っ
て
次
第
に

視
力
が
低
下
し
、日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、未
だ

視
力
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は

休
職
中
と
の
こ
と
で
す
。

　
主
治
医
の
紹
介
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
り
、
自
宅

で
も
音
声
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
一
層
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
来
所
相
談
に
通
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　「
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
教
職
に
就
き

　「
利
用
者
さ
ん
の
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
上
で
、一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
て
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
つ
つ
、
利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
・
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
念
頭
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
」と
矢
野
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
目
指
す
人
に
対
し
て
は
、「
興
味
が

あ
れ
ば
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
大
事
で

す
。
そ
の
際
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
り

が
ち
な『
〜
を
し
て
あ
げ
る
』と
い
う

意
識
を
捨
て
、気
負
わ
ず
に
自
然
体
で
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
ま
た
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
利
活
用
に
関
す
る
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
の
活
動

経
験
を
生
か
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、障
害
者
の
方
の
自
立
と
社
会
参
加

促
進
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
本
望
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　
昭
和
50
年
設
立
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
ひ
び
き
」は
、ま
も
な
く
設
立
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
視
覚

障
害
者
に
向
け
た
音
訳
活
動
の
先
駆

け
で
あ
り
、か
ね
て
よ
り
と
ち
ぎ
視
聴

覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で

支
援
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
び
き
の
現
・
代
表
を
務
め
る
矢
野

さ
ん
は
約
20
年
に
わ
た
る
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
経
験
を
生
か
し
、新
設
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
今
年
４

〜
７
月
に
か
け
て
は
計
６
回
、来
所
相

談
の
利
用
者
に
対
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
操
作
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

▼
利
用
者
に
聞
く
　

復
職
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
操
作
を
マ
ス
タ
ー
。

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、自
立
を
目
指
す

古
谷 

か
お
り
さ
ん

▼
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
聞
く
　

利
用
者
と
の
交
流
・
相
互
理
解
を
念
頭
に
、

気
負
わ
ず
に
、自
然
体
で
取
り
組
む

矢
野 
明
子
さ
ん

▲ 古谷かおりさん

▲ 矢野明子さん
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。
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手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

栃
木
県
障
害
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
菊
地
裕
一
相
談
員

▲ 菊地裕一相談員

▲ 情報センター研修室で利用者にパソコン操作を指導中

［特集］「視覚・聴覚障害のある方のためのＩＣＴ利活用支援」～栃木県障害者ＩＣＴサポートセンターの取り組みについて～

4

ま
し
た
。
子
ど
も
好
き
の
私
に
と
っ
て

教
職
は
天
職
で
、そ
れ
を
知
っ
た
主
治

医
は
復
職
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
」と
古
谷
さ
ん
。

　
そ
の
後
、定
期
的
に
来
所
相
談
に
通

い
、菊
地
相
談
員
か
ら
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
す
。

　「
子
ど
も
の
様
子
を
所
見
欄
に
書
い

た
り
、保
護
者
向
け
の
お
便
り
を
書
く

た
め
に
、テ
キ
ス
ト
や
イ
ラ
ス
ト
を
操

作
す
る
ス
キ
ル
や
、表
計
算
ソ
フ
ト
の

使
い
方
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
で
す
」

　
ま
た
、最
近
の
小
学
校
は
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

端
末
の
操
作
に
も
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
予
定
と
か
。

　「
通
う
う
ち
に
で
き
る
こ
と
が
増
え

た
の
で
、や
り
た
い
こ
と
も
増
え
て
き

ま
し
た（
笑
）。
ゆ
く
ゆ
く
は
他
人
の

サ
ポ
ー
ト
な
し
で
自
立
す
る
の
が
、私

自
身
の
最
大
か
つ
最
高
の
目
標
で
す
」

　
か
つ
て
小
学
校
の
国
語
の
先
生
と
し

て
教
職
に
就
い
て
い
た
古
谷
さ
ん
は
、

ぶ
ど
う
膜
炎
の
炎
症
に
よ
っ
て
次
第
に

視
力
が
低
下
し
、日
常
生
活
に
支
障
を

来
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、未
だ

視
力
は
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
は

休
職
中
と
の
こ
と
で
す
。

　
主
治
医
の
紹
介
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
知
り
、
自
宅

で
も
音
声
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
一
層
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
来
所
相
談
に
通
う
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　「
大
学
卒
業
後
す
ぐ
に
教
職
に
就
き

　「
利
用
者
さ
ん
の
日
常
生
活
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
上
で
、一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
て
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
つ
つ
、
利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
・
相

互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
念
頭
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
」と
矢
野
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
目
指
す
人
に
対
し
て
は
、「
興
味
が

あ
れ
ば
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
が
大
事
で

す
。
そ
の
際
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
り

が
ち
な『
〜
を
し
て
あ
げ
る
』と
い
う

意
識
を
捨
て
、気
負
わ
ず
に
自
然
体
で
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
お
手
伝
い
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」と
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
ま
た
、
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
利
活
用
に
関
す
る
今
後
の
取

り
組
み
と
し
て
、「
こ
れ
ま
で
の
活
動

経
験
を
生
か
し
、微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、障
害
者
の
方
の
自
立
と
社
会
参
加

促
進
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
本
望
で

す
」と
話
し
ま
す
。

　
昭
和
50
年
設
立
の
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア「
ひ
び
き
」は
、ま
も
な
く
設
立
50
周

年
を
迎
え
ま
す
。
本
県
に
お
け
る
視
覚

障
害
者
に
向
け
た
音
訳
活
動
の
先
駆

け
で
あ
り
、か
ね
て
よ
り
と
ち
ぎ
視
聴

覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
と
協
働
で

支
援
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
ひ
び
き
の
現
・
代
表
を
務
め
る
矢
野

さ
ん
は
約
20
年
に
わ
た
る
音
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
経
験
を
生
か
し
、新
設
さ
れ

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ

コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
今
年
４

〜
７
月
に
か
け
て
は
計
６
回
、来
所
相

談
の
利
用
者
に
対
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
操
作
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

▼
利
用
者
に
聞
く
　

復
職
に
向
け
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
操
作
を
マ
ス
タ
ー
。

ス
キ
ル
を
身
に
付
け
、自
立
を
目
指
す

古
谷 

か
お
り
さ
ん

▼
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
聞
く
　

利
用
者
と
の
交
流
・
相
互
理
解
を
念
頭
に
、

気
負
わ
ず
に
、自
然
体
で
取
り
組
む

矢
野 

明
子
さ
ん

▲ 古谷かおりさん

▲ 矢野明子さん
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木
県
心
身
障
害
児
者
親
の
会
連
合
会
、

栃
木
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
連
合
会
、

栃
木
県
共
同
募
金
会
、
栃
木
県
社
会
福

祉
協
議
会
、
栃
木
県
）
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
表
彰
式
後
に
は
、
栃
木
県
共
同
募

金
会
の
池
田
清
貴
会
長
が
県
民
福
祉
宣

言
を
朗
読
し
、
参
加
者
の
拍
手
を
も
っ

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
㈪
に
栃
木
県
庁
昭
和
館
正

庁
で
第
28
回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
表
彰
分
野
の
代
表
受
領

者
を
招
待
し
た
式
典
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
主
催
６
団
体
（
栃
木

県
身
体
障
害
者
団
体
連
絡
協
議
会
、
栃

第
28
回 

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い
を
開
催

社会福祉に関する要望

  栃 木 県
　12団体から取りまとめた
要望書を本会の関根会長か
ら仲山保健福祉部長に手渡
しました。

  宇都宮市
　９団体から取りまとめた
要望書を栃木県身体障害者
福祉会連合会の麦倉会長か
ら高野子ども部長に手渡し
ました。

  要望団体

◎栃木県社会福祉法人経営者協議会
◎（一社）栃木県老人福祉施設協議会
◎（特非）栃木県障害施設・事業協会
◎栃木県社会就労センター協議会
◎（一財）栃木県身体障害者福祉会連合会
◎栃木県私立保育連盟
◎（公財）栃木県ひとり親家庭福祉連合会
◎栃木県社会福祉協議会
○栃木県地域包括・在宅介護支援センター協議会
○（一財）栃木県老人クラブ連合会
○（一社）栃木県手をつなぐ育成会
○栃木県児童養護施設等連絡協議会
◇（特非）宇都宮市知的障害者育成会

◎ 栃木県及び宇都宮市に要望をした団体
○ 栃木県に要望をした団体
◇ 宇都宮市に要望をした団体

▲ 栃木県への要望

▲ 宇都宮市への要望

　栃木県及び宇都宮市への社会福祉に関する要望を本会で取りまとめ、９月８日㈭に栃木県に、９月13日㈫に宇都宮
市に要望書を手渡しました。

▲ 表彰式の様子 ▲ 県民福祉宣言をする
　 池田清貴会長

6

　
河
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
：
地

区
社
協
）で
は
、
地
域
住
民
の
地
域
福
祉
活

動
へ
の
参
画
の
促
進
や
地
域
生
活
・
課
題

の
解
決
を
図
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月
よ

り
地
区
社
協
が
中
心
と
な
り
、
市
社
協
、

自
治
会
、
民
児
協
、
福
祉
協
力
員
連
絡
会

等
が
連
携
・
協
働
し
、
河
内
地
区
の
小
地

域
福
祉
推
進
の
指
標
と
な
る「
河
内
地
区

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
」の
策
定
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
発
足
当
初
は
、「
河
内
地
区
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
部
会
」と
し
て
活
動
し
、
住
民
座
談

会
や
地
区
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
福
祉
課
題
の
抽
出
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
29
年
７
月
に「
河
内

地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
推
進

委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、
計
画
の
骨
子
案
づ

く
り
、
素
案
づ
く
り
を
経
て
平
成
31
年
３

月
に「
河
内
地
区
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
」（
以
下
：
計
画
）を
作
成
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
活
動
方
針
は
、〝
福
祉
の
こ
こ

ろ
を
は
ぐ
く
む
人
づ
く
り
〞
な
ど
３
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
、
６
つ
の
基
本
施
策
を

順
次
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
１
つ
と
し
て
〝
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
運
動
〞
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
毎
月

１
日
を「
か
わ
ち
　
あ
い
さ
つ
の
日
」と
し
、

地
区
の
各
団
体
や
学
校
、
ス
ー
パ
ー
、
病

院
な
ど
多
く
の
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
令
和
２
年
11
月
１
日
に
Ｊ
Ｒ
岡
本

駅
を
皮
切
り
に
、
地
域
内
の
小
学
校
や

宇
都
宮
市
河
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

小
地
域
福
祉
活
動
計
画（
地
区
社
協
等
の
活
性
化
事
業
）

◆
栃
の
実
基
金
助
成
事
業

ス
ー
パ
ー
等
で
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
〝
世
代
を
超
え
て
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る

〞
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
あ
い
さ
つ

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
委
員
会
と
し
て
は
関
係
機
関
・
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
、
ま
た
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、「
福
祉
の
ま
ち
・
か
わ
ち
」の

構
築
を
目
指
し
、
計
画
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◀ JR岡本駅前での
あいさつ運動の
様子

田原小前での▶
　　あいさつ運動の　

様子　
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く
り
〞
な
ど
３
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
、
６
つ
の
基
本
施
策
を

順
次
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
１
つ
と
し
て
〝
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
運
動
〞
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
毎
月

１
日
を「
か
わ
ち
　
あ
い
さ
つ
の
日
」と
し
、

地
区
の
各
団
体
や
学
校
、
ス
ー
パ
ー
、
病

院
な
ど
多
く
の
関
係
機
関
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。
令
和
２
年
11
月
１
日
に
Ｊ
Ｒ
岡
本

駅
を
皮
切
り
に
、
地
域
内
の
小
学
校
や

宇
都
宮
市
河
内
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

小
地
域
福
祉
活
動
計
画（
地
区
社
協
等
の
活
性
化
事
業
）

◆
栃
の
実
基
金
助
成
事
業

ス
ー
パ
ー
等
で
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
〝
世
代
を
超
え
て
支
え
合
う

地
域
づ
く
り
は
、
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
る

〞
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
あ
い
さ
つ

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
委
員
会
と
し
て
は
関
係
機
関
・
団
体

と
協
力
し
な
が
ら
、
ま
た
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、「
福
祉
の
ま
ち
・
か
わ
ち
」の

構
築
を
目
指
し
、
計
画
を
推
進
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◀ JR岡本駅前での
あいさつ運動の
様子

田原小前での▶
　　あいさつ運動の　

様子　
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　地域の多様な主体が「共存」し、「つながり」、地域社会を「共創」していく意義について実践事例を交えなが
ら考え、「地域共生社会」の実現に向けた地域づくりを広げていくことを目的にシンポジウムを開催します！

シン・地域共生シャカイ　～令和４年度地域共生社会シンポジウム～

【内容】成年後見制度の内容、活用事例など、わかりやすいセミナーです。
【受付】13：00  【開会】13：30
【講演】13：40～15：10 【定員】40名
【講師】成年後見センター リーガルサポートとちぎ支部相談役／佐伯祐子氏

●個別相談会　15：20～　定員９組
　判断能力に不安のある方、これからの将来が不安な方向けに、弁護士、司法書
士、社会福祉士といった専門家に成年後見制度の利用をはじめとした相談が無料
で受けられます。

初めてでもよくわかる！　成年後見制度普及啓発セミナー in 足利

令和4年11月28日（月）
13：30～17：00
足利市総合福祉センター
（足利市東砂原後町1072）

参加申込期間

10/24日㊊～11/11日㊎

■お申込み・お問い合わせ先　
足利市社会福祉協議会　足利市成年後見サポートセンター　TEL0284-44-5005　FAX0284-44-0382

詳しい内容はHPへ▶https://www.tochigikenshakyo.jp/

【日　時】令和４年12月12日（月）13：30～16：00
【場　所】オンライン開催（Zoom）
【対象者】地域活動に興味のある方（先着80名）
【ナビゲーター】石井　大一朗氏
　　　　　　　  （宇都宮大学　地域デザイン科学部准教授）
【申込フォーム】11月21日（月）〆切

13：30～ 13：50　オープニング（20’）
シン・地域共生シャカイ

13：50～ 14：40　実践事例リレートーク
（＠7’ ×５事例）

14：50～ 15：40　地域共生マルシェ
～ブレイクアウトタイム

15：40～ 16：00　リフレクション～会場の声
16：00　　 　　　　閉会

8


